
I)I,その oscill･ator stren一

gthはかなり大 きい｡ (0.1位)

2)Magnetorlesi.stance

athigha

Fermisurface が丸けれ

ぼMagnetoresistanceはな

いはず｡ もしあったとしても ,

むCT> 1では飽二村して constant

Absorption

丘.㍗ 0bgerVed

/L_仙叫 .L～叫 p-_mA_/～～__～ _

0.6ev 1.5ev

expected

vc在るはず｡ ところが実験 はalc7- 25- 140の範囲でもHに lineaf夜増

加 を示す｡ (open oi･bit がある場 合のpolycrystalmetal のように｡I

5)DeHaas-vanAlphen effectは ,Fermisurface がまん丸で

ある ことを示 している (球からのはずれは多以下)ので矛盾する｡ そこで

Overhauser の解釈｡

これ は spin density-wave stateになっているからだ｡ しかも ,その

waveの級数Qが丁度 FermisIJrfa'ce の直径 と一致 している｡ すると

spin derlSitywav'C が生 じているための selトconsistent fieldで
Q

k- 丁 の新 らしいg岬 が生ずるo このgapの大きさをD･deV とすると

L叩 J 叫

l′tI
上BrillDuinzoneboundary

isDwによる210･lerboundaryPIq山 一一丁ーl I
叫 _し1-～_._._i-.._.一一

i k
OpticalAbsorption.のanomaly が吸塀強度 ,吸収 の形 までぴ った り合

う｡また ,Fermi surface が zone-boundaryKtQuChしているか ら

open orbit があ ってidagnetoresistanceのanomaly も理解 できるO

ところがこの解釈はdeaaas-vanAlphen と矛盾するo Fermisurface
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は右図の ようQClemon 形 に覆っているはずで ,

fiの方向を変れば切口の 面葛は変るはず｡ とこが

Overhauser先生 ,巧妙で ,磁場 をかけると

SDW の波数ベク ト78,が磁場 の方向へまわ ると仮

定す る｡するとde壬壬aas-vanAIphen は常に

/lew n を胴切 りに L.た面積 をはかっているこ't

I il I
げemisurfa粥

QCな ってanisotropy を示 さない｡そ こで l

Bard･een先生 口をひ､らいて , ｢それなら ,球 と考えた時 より面魂 は小 さくな

る筈 では夜いか｡｣Overhauser少 しもあわ てず ,南東 の魔対値は磁場 の

Calibrationがあや しいので倍額 できをい,,Calibratit叫QCよるsys-

t田natic errorがあ′つた と仮定 し ,Na,汰,Rb,Csそれぞれの切口面積 を
Q

O･占多だけ小さくすると ･自分の le柵 n 理論 とぴ った ｡合 うO (k-丁 で

のgapをopticalabsorptionとあ らわす と ,レモ ンの形 はきまって しまうeJ

あとは lemon の補強証拠 として ,
璽璽

4)Positron annihilationは出て くる γ-rayの方向 と 方同の電子

のmomenttm 成分の分布 を与 え るB 方河 ではかれ は .大 きいmOmenttm

の成分 があるはず.i

nu皿beT

an*giea(&錆 夏空鵠

これ はcore electronの寄与 と重をってわか らない｡ しか し .裾がひろかる

ために角度-0でのpeak value が変 って ,点線 の方向の場合 ,実 線の場合

より2.4多だけ轟 (在るはずB 与れ ば笑顔 もそ うなっている0
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5)Doppler-shifted cyclotron resonance

これ もぎermi surface の直径をはか る方法だが ,まん丸 と考えるより.

lemon と考えた方がよい｡ それか らSDW state があ りそ うもないと皆さ

んが考 える理 由を反 は くする｡ といって次 のようなことをつけjjBえました.,

まず Ferro の場合を考えよう｡ Hartree-Fockで考えると ,Ferro的

夜Poiari名ationを作ると
N†TNl

N†+.Nl
≡ Pとして IKineticEnergyはT=

~IIII-I▼

To(1+与p2)で増かnL ,ExchangeEnergyは WcxニーWo(1+与p壬)

で totaienergy をさげ るb 従 ってこのかね合 いTCWo>与To をらFerro

になる｡ (BIoch の話)｡ ところが相 関 を考え るとFerro Kをりに くく覆

る｡ 相綿エネ Jvギ ーはFermi 面の上下vCElec_tronr試olepair を作る

virtualtransitionできまるか ら ,virtualfransitionK匿える状態

G')組 の数に従って ,Fermi 面 での状態密度に比例するo Ferl･0 の時 Fermi

面での状態密度は,N町 =(No瑚 4 円 で減 り ,栢尚エネ′レギーを減 らす よ

うに はた らくaすなわ ち totalenergy を上げ るから ,Polarigation を

超 しに くくする｡ これに くらぺSDW ではどうだ ろう巾 Fermi面が &one

boundaryに touch していると .

状態 密度 は大 きく覆る｡ SDW は

相関 エネルギ -で助けられ るはず

だ甘

大雑把 夜ところ以上のようを話

で すが ,闘志滑々 という感 じで ,

言葉 の表現 だけは控 え目なが ら , EF EF+a
~~~ ~~~~~一-'--E

聴衆 をひっぼ りこもうと物凄 い勢でしゃべ りまくりまL.た｡簡衆 の反応 も相当

あi),話終 った時の予日宇 も仲々 とさかんで した｡ だいぶん証拠 を先んねんに集

めたとは思いますが ,みん を状況証拠みた いをもので ,もう-つ neutron

diffractionで現場 をとりお さえて くれ ないと判決 は下せ 覆い ,というのが

日本 人陪審人一同の意 見ですO

ど うして alk?liMetalだけにSDW が逼るのかときかれ て ,それは分 ら

ない0億 の金属に もあるか も知れ ない｡Ag,Au,Cu のMossbauersplit-

tingは SDW で説明できる｡ と強気の一報 を見せました｡それか らSDW を
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のかそれ ともChargeDensityWave かときかれて ,どち らか分 ら夜いが1

今はChargeDW の方vc傾 いているO と答え ました｡

(原文 のまま)

そ の 3

近 藤 浮 か ら長 岡 洋 介 へ

i. 研究会報告お送 り下 さり大変有養 うござい ました.,天変興銀乾 く拝 見し

ま した0 2 ,5嵐 のついたことがあ りま すのでのぺてみた い と思 います｡

まず n.也.の項におこるiogTです が ,これは容易に は信 じ難 い気が します｡

これ は Yoshida｣泌iwaの結果 と矛盾す るのでは/ないで しょ う か｡ なぜをらエ

ネ プレギ ーレフトは

△Eニー4∑′dG'.W軸 Im △ G虹k(aB)k

のように書けますが△ Gkk は本質的 に∑〝糾 ですか ら∑ 〝 の中にiogTが あれ

ば△Eは発赦 してしまいますの

それか らSuhl理論 の批判 の 中に ･彼がT>Tc で identiGalQCOでTく

T で0でないような函数 を導入 したか らT=Tc で非解析性 がはい っているC

という所があ りますが ,その函数綻かけ られ る函数が もともと非解析的 攻ので

それ をうちけすように利 の非解析函数 をかけたわけで Suhiの解 はT- T でC

解析的VCをめ ちかだと思いまも それですか らT<Tc で単純 夜寒動 でえ られ

夜い解が求まったというのはおか しいと思いますo Suhlのや った こ七 はT>

Tc.であらゆるlog項 を (exact ではないに LJても) よせ集めO その敬琴 をT

<Tc に解析接威 した らpoleは生 じなかった (解析接続 を し覆れ もた らpok'

が生 じたがさ ということだと思いますが.,

それか ら私 の理論 m:ついて ,excitation FCgapがあるように考えてお＼ら

れ るようですが ,そ うではをい と思いますO私 の方法で excited state 求

め るのはやさし.(,Nコの電子 の外に- コ電子 (又 はホ-JL,) を考えてその系
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